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賃
金
の
底
上
げ
を
求
め
る

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

初
任
給
は
社
会
的
水
準
で
決
ま
る

＊
総
務
省
が
26
日
発

表
し
た
８
月
の
全
国

の
消
費
者
物
価
指
数

(

Ｃ
Ｐ
Ｉ､

05
年
＝
１

０
０)

は
、
生
鮮
食

品
を
除
く
総
合
が
１

０
２
・
６
と
、
前
年
同
月

比
２
・
４
％
上
昇
と
な
っ

た
。
上
昇
は
11
カ
月
連
続
。

項
目
別
で
価
格
の
上
昇
幅

が
大
き
か
っ
た
の
は
光
熱
・

水
道(

９
・
７
％
上
昇)

だ
っ

た
。
生
鮮
食
品
を
含
む
総

合
で
は
１
０
２
・
７
と
、

２
・
１
％
上
昇
し
た
。
生

鮮
食
品
を
除
く
総
合
は
、

日
経
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
社
が
ま
と
め
た
市
場
予

測
平
均
値(

２
・
４
％
上
昇)

と
同
じ
だ
っ
た
。(

日
経
９

月
26
日
付)

と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

＊
労
働
団
体
で
は
09
年
春

闘
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
物
価
上

昇
は
、
直
接
的
に
生
活
の

苦
し
さ
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
組
合
の
賃
上
げ
要
求

に
反
映
を
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

集積回路

こ
の
二
年
間
の
春
闘
で
の
ベ
ア
相
当
分
と
な

る
１
５
０
０
円
の
配
分
に
関
す
る
「
中
央
労
使

専
門
委
員
会
」
の
中
間
結
論
が
職
場
討
議
に
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

原
資
の
配
分
額
は
公
平
に

も
と
も
と
役
割
給
は
、
職
群
な
ど
で
格
差
が

あ
る
の
で
、
１
５
０
０
円
の
配
分
に
格
差
を
つ

け
る
必
要
は
無
く
、
各
人
に
一
律
に
配
分
を
し

て
こ
そ
底
上
げ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

基
幹
職
は
、
初
任
給
の
改
訂
に
伴
っ
て
Ｒ
Ｋ

５
に
対
し
て
１
５
０
０
円
の
加
算
し
て
い
ま
す

が
、
Ｒ
Ｋ
１
～
４
は
、
１
０
０
０
円
の
み
の
配

分
と
な
っ
て
お
り
問
題
と
言
え
ま
す
。

号
俸
の
昇
給
金
額
に
つ
い
て

号
俸
の
昇
給
金
額
の
５
０
％
化
は
、
基
本
的

に
組
合
の
主
張
の
よ
う
に
、
き
め
細
か
な
評
価

を
可
能
と
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
行
の
号
俸
ア
ッ
プ
は
毎
年
二
人
に
一
人
上

が
っ
て
い
る
と
な
っ
て
お
り
、
昇
給
額
が
半
分

の
金
額
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
現
状
と
の
比
較
で

も
、
毎
年
全
員
に
号
俸
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
現
実
的
に
は
、
号
俸
の
上
が
ら
な
い

人
も
出
る
と
思
わ
れ
る
し
、
普
通
の
評
価
を
さ

れ
て
い
る
人
達
も
現
実
的
に
は
毎
年
上
が
る
と

は
思
え
な
い
の
で
、
二
年
に
一
回
３
５
０
０
円

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
危
険
性
が
生
じ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
（
例
Ｒ
Ｋ
３
）



電
機
労
働
者
懇
談
会
（
電
機
懇
）
の
第
21
回

総
会
が
、
９
月
20
日
・
21
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

東
京
の
日
本
青
年
館
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
は
、
全
労
連
か
ら
小
田
川
義
和
事

務
局
長
、
日
本
共
産
党
か
ら
大
門
実
紀
史
参
院

議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
日
立
・
東
芝
・
松
下
電
器
・
三

菱
電
機
・
三
洋
電
機
・
沖
電
気
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
富

士
電
機
な
ど
19
企
業
（
関
連
会
社
を
除
く
）
と

３
団
体
か
ら
百
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
24
名
が
討
論
に
参
加
し
、
事
業

統
合
・
リ
ス
ト
ラ
と
の
闘
い
、
非
正
規
労
働
者

を
守
っ
た
闘
い
、
労
組
の
役
員
選
挙
で
前
進
を

し
た
経
験
、
継
続
雇
用
を
実
現
さ
せ
る
闘
い
が

活
き
活
き
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

20
日
の
夜
に
は
電
機
懇
結
成
20
周
年
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
結
成
当
時
の
思
い
出

や
、
20
年
間
の
運
動
の
経
験
な
ど
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
の
「
労
組
役
員
」
「
各
職
場
・
地

域
の
運
動
」
「
解
雇
・
差
別
争
議
」
な
ど
が
全

国
的
に
結
び
つ
き
、
職
場
の
要
求
に
も
と
づ
い

て
労
働
組
合
運
動
を
進
め
る
産
業
別
の
組
織
と

し
て
「
電
機
懇
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
不
安
や
貧
困
・
格
差
が
拡
大
し
て
い
る

今
日
の
現
状
は
、
「
電
機
懇
」
運
動
の
出
番
で

あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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電機懇｢第２１回総会｣開催される

（２００８年９月２３日付「しんぶん赤旗」より）



「
赤
旗
」
号
外
を
紹
介

日
本
共
産
党
は
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
（
08
年
10
月

号
外
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
非
正
規
雇
用
の
正
社
員
化
、
長
時
間
労

働
是
正
な
ど
要
求
実
現
の
方
向
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日

本
の
労
働
条
件
比
較
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
み
の
働
く
ル
ー

ル
を
日
本
で
実
現
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本
共
産
党
の

考
え
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
本
文
全
文
は
、
日
本
共
産
党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
」
コ
ー
ナ
ー
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）
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◎
ゆ
れ
る
食
の
安
全

中
国
と
い
い
、
日
本
と
い
い

ど
こ
ま
で
広
ま
る
の

何
を
信
じ
た
ら
よ
い
の
や
ら

◎
弁
当
箱
が
売
れ
て
い
る

「
原
油
高
」
「物
価
高
」
で

手
作
り
を
心
が
け
て
い
る
よ
う
だ

休
憩
室

ヨーロッパ並みの働くルールをめざそう



メ
ン
タ
ル
教
育

職
場
で
活
か
そ
う

９
月
９
日
（
火
）
午
後
３

時
～
５
時
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
教
育
」
を
受
講
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。

講
師
を
し
て
頂
い
た
伊
藤

笙
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
20

年
の
実
践
を
通
じ
て
お
話
し

を
さ
れ
、
説
得
力
の
あ
る
内

容
で
あ
り
大
変
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
し
を
聞
い
た

中
で
感
じ
た
諸
点
は
次
の
内

容
で
し
た
。

◆
武
蔵
事
業
所
は
、
ル
ネ
サ

ス
の
中
で
「
う
つ
病
」
が
多

い
職
場
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
生
産
性
が
悪
い
職
場
と
言

え
ま
す
。

◆
「
う
つ
病
」
は
、
薬
と
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
有
効
で
あ

り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
病

気
に
な
る
要
因
を
明
ら
か
に

出
来
ま
す
。

◆
「
う
つ
病
」
に
な
る
90
％

は
長
時
間
労
働
で
あ
り
、
１

２
０
時
間
３
ヶ
月
が

限
界
で
す
。
有
給
休

暇
の
取
得
を
強
く
勧

め
ま
す
。

◆
朝
の
太
陽
の
光
は
、

セ
ン
ト
ニ
ン
、
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
を
出
す

働
き
が
あ
り
、
朝
起

き
た
ら
太
陽
を
見
ま

し
ょ
う
。

◆
食
事
は
、
レ
シ
チ

ン
が
多
く
取
れ
る
バ

ナ
ナ
を
食
べ
よ
う
。

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
も
摂

取
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
で
し
た
。

職
場
で
は
、
労
使
で
取
り

組
ん
で
い
る
長
時
間
労
働
の

縮
減
を
一
日
で
も
早
く
実
現

を
さ
せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｔ
）

若
い
ス
タ
ッ
フ
の

転
職
で
感
じ
る

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
転
職
し

て
い
っ
た
。
「
今
度
の
会
社

は
帰
り
が
９
時
だ
っ
て
」
と

い
う
の
で
、
「
え
！
９
時
ま

で
も
や
る
の
」
と
思
っ
た
ら
、

い
ま
ま
で
は
そ
れ
以
上
が
あ

た
り
ま
え
だ
っ
た
そ
う
な
。

現
場
の
わ
た
し
た
ち
は
残
業

は
や
っ
て
も
２
時
間
、
そ
れ

も
毎
日
な
ど
し
な
い
。

ス
タ
ッ
フ
の
人
達
は
ど
う

し
て
そ
ん
な
非
人
間
的
働
き

方
を
強
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
。
そ
ん
な
じ
ゃ
誰
だ
っ

て
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。

労
働
者
は
モ
ノ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
人
間
ら
し

く
働
か
せ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

Ｈ

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

ドイツの工場を売却へ

半導体大手のルネサステクノロジは２４

日、ドイツの半導体工場の売却を検討して

いると発表した。ドイツの半導体受託生産

企業に売却する方向で交渉中で、12月末ま

でに合意する見込み。同工場売却により、

ルネサスの半導体製造の前工程拠点は日本

国内だけになる。売却相手として交渉中の

独シリコンファウンドリーホールディング

（ＳＦＨ）はアナログ半導体を受託生産し

ている。売却額は数十億円の見込み。ルネ

サスは携帯電話のＩＣカード用マイコンは

国内工場で生産する。（９/２５「日経」）

暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

所
は
秋
の
さ
わ
や

か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
急
な
気

温
の
変
化
は
体
調
を
崩
し

が
ち
で
す
。
ま
た
、
国
民

生
活
を
省
み
な
い
政
治
が

続
き
、
大
変
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
度
の
総
選

挙
、
政
治
の
中
身
を
変
え

る
選
択
を
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

（
Ｔ
）

編集後記


